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第６学年 社会科 学習指導案 

                            

１．小単元名『戦争と人々の暮らし』 

（教科書：『小学社会６上』p.118～132／学習指導要領：内容（１）ケ） 

 

２．小単元の目標 

・15 年戦争当時の人々の暮らしについて，地域に残る資料や体験者の話に関心をもって調べたり聞

いたりする。 

・地域における戦争の記憶や記録を調べることを通して，日本が戦時体制に移行し，国民生活が変

化していったことを，学校生活を中心に自分自身の生活と比較しながら考えることができる。 

・戦後の学校生活を中心とした国民生活の変化を調べることで，戦後の日本が民主的な国家として

再出発したことがわかる。 

・15 年戦争で人々が受けた被害や，終戦後に日本が平和な社会を目ざしたことについて調べたこと

をもとに，戦争と平和について自分なりの考えをもち，それを発信することができる。 

 

３．小単元の評価規準 

社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 

観察・資料活用の 

技能 

社会的事象についての 

知識・理解 

15 年戦争当時の地域

の人々の生活について

関心をもって聞いたり

調べたりする。 

 戦時中や戦後の人々

の生活について自分自

身と関連づけて考え，戦

争と平和についての自

分の考えを明らかにす

る。 

 地域に残る資料や外

部講師の話から，自分の

暮らす地域での戦時中

の様子を読み取ること

ができる。 

 戦時中から戦後まで

の人々の生活の変化を

調べ，戦後の日本が民主

的な国家として再出発

したことがわかる。 

 

４．指導にあたって 

（１）児童の実態 

 前小単元「近代国家に向けて」において，校区内にある慰霊碑を訪ねたり，郷土誌を用いて日清・

日露戦争の戦没者を調べたりした。特に，慰霊碑からは，日露戦争における戦没者の慰霊であるこ

とを碑の側面の文章を調べることで知り，自分たちの住む地域も戦争と関係があったことに驚いた

様子が見られた。このように，地域素材に触れることで歴史的事象に興味をもち，意欲的に調べた

り考えたりする児童が多くいる。しかし一方で，単元のまとめをするときには，歴史的事象につい

て表面的な理解に留まっている児童の姿も見られる。教科書の記述のみを追いかけ，地域で体験し

たことと学習内容が十分に結びついていない様子も見られている。 

 そこで，自分の今の生活と戦時中の地域の生活を比較しながら，より身近に歴史的事象を捉え，

自分と関わりのある事柄として戦争や平和について捉えさせるために，地域の人から学校生活を中

心とした戦時中の話を直接聞く時間を設ける。児童にとって身近な学校生活に焦点を当てることで，

自分自身の生活体験と関連づけたり比較したりすることができるようにする。 
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 また，地域から日本全体へと児童の意識を広げるために，多様な地域（疎開を含む）での戦時中

の生活経験を外部講師から話してもらう。地域からの視点を大切にしつつも，日本全体を見渡す視

点も同時にもたせることで，歴史的事象の理解を深めさせたい。 

 これらの手立てにより，これまで表面的な歴史的事象の理解に留まっていた児童が，戦争をより

多面的な視点から考えることができるようにし，戦争と平和について自分なりの考えがもてること

を目ざす。 

 

（２）教材について 

 本校区には，２か所の神社に太平洋戦争の忠魂碑が建立されており，計 50 名ほどの戦没者を弔っ

ている。地域に残るこの二つの忠魂碑は，戦没者や戦争そのものに対する地域の人々の強い思いを

示している。その他にも，郷土誌から地域の戦没者について知ることができる。また，実際にこの

地域で行われた戦争訓練の経験などを，疎開してきたお年寄りから話を聞くことも可能である。 

 さらに，本校の歴史からも１５年戦争に迫ることができる。本校高等部卒業後に満蒙開拓青少年

義勇軍として渡満した人物がおり，その人物について語ることができる地域の方がいる。また，当

時の校歌の２番が，戦後の民主化の中で職員会議を経て歌われなくなったという経緯がある。これ

らのことをふまえると，本小単元は地域教材の活用に適した単元であるといえる。 

 また，それと同時に日本全体を見渡す視点からの資料も準備し，日本が国家をあげて戦争に突き

進んでいったこと，国民全体が戦争に巻き込まれていったことも理解できるようにする。その上で，

地域に視点を落とし，戦争の生々しい記憶と記録を児童にぶつけていく。地域を通して歴史を知り，

当時の人々の実感に迫ることで，児童が戦争に関わった人々の立場からも歴史について理解し，こ

れからの自分自身の生活と関連づけて考えることができるようにしたい。 

 

（３）指導上の工夫・留意点 

 地域教材に触れたり，地域に住む人の体験を聞いたりすることで，１５年戦争をこの地域やこの

地域に住む自分自身と関連づけたり比較したりしながら捉え，戦争や平和について自分なりの考え

を発信できる児童の姿を期待している。 

外部講師を含む地域教材の活用方法を見直し，児童が戦争に巻き込まれた人々の立場から歴史を

理解することができるようにしていく。まず，導入で地域素材を活用し，児童が興味・関心をもっ

て学習活動に入れるようにする。例えば，忠魂碑を訪ねたり地域の資料を読み解いたりする学習が

考えられる。また，自分自身の家系の中にある戦争の記憶を聞き取る活動（祖父母，曾祖父母から）

も戦争について学ぶ意欲を増したり，理解を深めたりするのに有効であると考える。  

そこで，以下の点に留意して指導を行う。 

・児童にとって自分の生活と比較できるように，学校生活に焦点を当て，戦時中～終戦～戦後と生 

活の変化について考察したり話を聞いたりすることで，戦争や平和について自分自身の考えをま 

とめられるようにする。 

・戦争について，日本全体を見渡す視点で調べたり考えたりすると同時に，地域というより近い視

座で捉え直すことで，「自分たちの地域でも実際に起きたこと」として感じることができるように

する。 
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・可能な限り，地域素材を資料として用いることで，児童が興味・関心をもって戦争について学習

できるようにする。 

・資料から歴史的事象を調べたり考えたりする活動の後に，実体験を外部講師から聞く活動を設定

することで，戦争が国民生活に与えた影響や戦後の民主化に伴って変化していく生活の様子につ

いて，理解を深められるようにする。 

・戦争を体験した人の平和を願う思いや，忠魂碑に込められた地域の人々の思いを感じることで，

戦争と平和について，未来に生きる自分自身の課題として捉えられるようにする。 

・学習の終着点として，戦争を体験した外部講師の方に向けて，戦争や平和についての自分の考え

を発信していくことを，子どもたちが意識しながら学習を進められるようにする。 

 

５．小単元の指導計画（総時数 12時間） 

次 時 ○学習活動  ・児童の思考や疑問 ◎使う資料 ◇留意点 ◆評価 

１ 

忠
魂
碑
で
知
る
戦
争 

①
②
（
つ
か
む
） 

○事前にとったアンケー

トをもとに，１５年戦争

について知っているこ

とを紹介し合い，もっと

調べたいことを考える。 

○地域の神社にある忠魂

碑を調べ，自分たちの地

域も１５年戦争と関わ

りがあったことを知る。 

・忠魂碑に名前がある人は，ど

のような戦争に巻き込まれ，

命を落としたのだろう。 

・自分と同じ姓がある。 

・神社に名前があるのは，この

地域の住人だからだ。 

・生き残った人が忠魂碑を作っ

たと思う。 

・生き残った人に話を聞きた

い。 

◎児童にとったアンケート 

◎忠魂碑 

◇忠魂碑の碑文から「日支事変」

という言葉を抜き出し，日本

と中国の間での戦争だったこ

とに気づかせる。 

◆忠魂碑を調べ，自分たちの地

区に多い姓の人が亡くなって

いることに気づく。 

（思・判・表／ノート・発言） 

 

２ 
戦
争
の
広
が
り 

③
（
調
べ
る
） 

○中国との戦争が始まっ

た経緯を知る。 

○日本と満州の関わりを

調べ，多くの人が満州に

渡った理由を考える。 

・日清戦争と関係があるのだろ

うか。 

・満州はロシアと戦争をして手

に入れたから，大切にしてい

るのではないか。 

・どんな人たちが満州に渡った

のだろう。 

◇地名や用語を確実に理解さ

せ，学習でのつまずきと意欲

の低下を防ぐ。 

◎写真・地図資料（中国・満州） 

◎学校沿革誌（満蒙開拓義勇軍） 

◇学校沿革誌の記述を活用し，

地域の人々も満州開拓にかか

わっていたことに気づかせ

る。 

◆日本と中国の戦争が始まった

理由がわかる。 

（知・理／ノート･テスト） 
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④
（
調
べ
る
） 

○戦争がアジア・太平洋地

域に拡大していった経

緯を調べる。 

・アメリカと戦争するほど日本

は力があったのだろうか。 

・どうして日本はアジアに軍隊

を送ったのだろう。 

・日本の軍隊はどこでどのよう

に戦ったのだろう。 

 

◎地図資料（支配領域がわかる

もの） 

◎戦時中の石油輸入量のグラフ 

◎自分たちの地域の戦没者名簿 

◇戦没者名簿を活用する際に

は，個人名は伏せ，戦没地に

着目させる。 

◆資料から，戦争がアジア諸国

に広がったことを読み取る。 

（思・判・表／ノート） 

３ 

上
関
地
区
と
十
五
年
戦
争 

⑤
（
調
べ
る
・
深
め
る
） 

 

○学校や地域の戦時中の

様子を外部講師から聞

く。 

・この地域の子どもたちも戦争

に巻き込まれていたことが

わかった。 

・子どもたちはどんな気持ちだ

ったのだろう。 

・教えていた先生たちはどんな

気持ちだったのだろう。 

・この学校でも，戦争のための

教育をしていた。 

・この学校からも満州に渡った

人がいた。 

・この地域の子どもたちも，戦

争のための勉強をしていた。 

◎H 講師の体験談 

…終戦当時 16歳（陸軍士官学

校在籍）。本校高等部卒業

生。小学生の時，軍事教練

の経験がある。満蒙開拓青

少年義勇軍を小学校から見

送った経験がある。 

◇当時の学校生活を中心に話し

てもらい，児童が自分の学校

生活と比較して戦時中の生活

を捉えられるようにする。 

◆当時の学校生活を自分の今の

学校生活と比べながら聞き，

自分なりの考えをもつ。 

（思・判・表／ノート） 

⑥
（
調
べ
る
・
広
げ
る
） 

○資料をもとに，戦時中の

人々の暮らしの様子を

調べる。 

 

・戦争がもとになった遊びがあ

る。 

・食べ物は少なくなって，配給

になった。 

・国全体が貧しくなったんだ。 

・国民全体が戦争中心の生活に

なった。 

・働く人が兵隊に行ってしまっ

て困った。 

◎軍人将棋など戦時中の遊び道

具 

◇道具のおもしろさだけに児童

の関心が向かないように，戦

争と関連した部分に着目させ

て調べさせる。 

◎軍国教育の資料（時間割など） 

◎郷土誌（隣組について） 

◎召集令状 

◎学校沿革誌（実弾訓練の記述） 

◆日本が戦時体制へと移行した

ことがわかる。 

（知・理／テスト） 
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４ 

空
襲
の
恐
怖
と
疎
開 

⑦
（
調
べ
る
） 

○空襲について調べ，戦争

が激しくなるとともに，

国民が受けた被害が大

きくなったことを知る。 

・空襲を受けた町はどうなった

のだろう。 

・どれくらいの人が犠牲になっ

たのだろう。 

・新潟でも空襲はあったのだろ

うか。 

・空襲から逃れて疎開した子ど

もがいた。 

◎空襲の様子の写真 

◎空襲時にまかれたビラ 

◎映像（『昭和 20 年８月１日～

語り継ぐ長岡空襲～』ＮＳＴ

製作） 

◇語り部の談話を含む長岡空襲

についての映像を見せること

で，空襲の悲惨さを実感をも

って理解させる。 

◆空襲の様子と国民が受けた被

害の大きさがわかる。 

（知・理／ノート） 

 

⑧
（
調
べ
る
・
深
め
る
） 

 

○外部講師から疎開の経

験や戦争が激しくなっ

ていったときの様子を

聞く。 

○自分たちで調べた戦時

中の生活について，外部

講師に質問し，実際に起

きた出来事であること

を確認する。 

 

○疎開してきた人がいたとい

うことは，この辺りは空襲な

どはなかったのだろうか。 

○H 先生と同じ経験をしてい

るが，小さい子どもにとって

戦時中の生活は大変だった

のではないか。 

○上関地区にも疎開してきた

人がたくさんいた。 

◎ O 講師の体験談 

…終戦時，本校へ疎開（８歳）。

上関地区で戦時中過ごした

経験がある。 

◇これまでに調べた戦時中の生

活の様子について，外部講師

の話から再確認し，理解を深

められるようにする。 

◇終戦時の様子についても簡単

に触れてもらい，以後の調

査・考察への意欲をもたせる。 

◆これまでに調べたことをもと

に，講師と積極的に話し合っ

ている。 

（関・意・態／発言） 

◆外部講師の話から戦争を実際

に起きた出来事として実感的

に捉え，自分の考えをもって

いる。 

（思・判・表／ノート） 

 



6 

 

５ 

日
本
の
敗
戦 

⑨
（
調
べ
る
） 

○敗戦に至った理由を資

料から考える。 

 

・学生まで兵隊になっていたの

だから，兵が足りなくなって

いたにちがいない。 

・原子爆弾が落とされたから

だ。 

・戦争が終わってほっとした人

もいたのではないか。 

・日本に支配されていた国はど

うなったのだろう。 

 

 

◎昭和天皇玉音放送（音声） 

◎戦没者の手紙 

◇戦没者の手紙などの資料を活

用し，戦争に対する当時の

人々の思いに迫れるようにす

る。 

◇日本に支配されていた国が解

放されたことにも触れる。 

◆資料をもとに，戦争に対して

当時の人々がどのように感じ

ていたか考えている。 

（思・判・表／発言・ノート） 

 

６ 

日
本
の
再
出
発
と
上
関
の
教
育
・
暮
ら
し
～
平
和
な
社
会
へ
～ 

⑩
（
調
べ
る
・
広
げ
る
） 

 

○終戦後の日本がどのよ

うな国を目ざして再出

発したか，資料から考え

る。 

○民主化の過程について

調べ，小学校校歌の２番

が歌われなくなったこ

とと民主化に関連がな

いか考える。 

・戦争に負けたけど，子どもが

笑っているのはどうしてだ

ろう。 

・教科書に墨が塗ってあるの

は，何を隠しているのだろ

う。 

・戦争のための勉強をやめたの

ではないか。 

・日本は平和な国を目ざしたの

だと思う。 

・これからは他の国と戦争をし

ないように決めたと思う。 

・校歌の２番も「戦争」に関係

する言葉が使われていたか

ら，歌われなくなったのでは

ないだろうか。 

 

 

 

 

◎終戦直後の様子を表した写真

資料 

◎墨塗り教科書 

◇敗戦時の様子から，戦後の日

本が向かう方向を予想させ

る。 

◇次時に，調べたことを O 講師

に発表して，実際の様子を聞

くことを確認する。 

◇戦時中の国民生活と比較でき

る資料を用いる。（配給－給

食，軍事教練－戦後の授業風

景など） 

◆日本が平和な国を目ざして再

出発したことがわかる。 

（知・理／テスト） 
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⑪
（
深
め
る
）
【
本
時
】 

） ○戦後の日本の変化につ

いて，自分たちの考察を

外部講師に発信し，外部

講師から実体験を聞く

ことで，日本の民主化の

過程について理解を深

める。 

○小学校の校歌の２番が

職員会議を経て歌われ

なくなったことを外部

講師の話から知る。 

・学校生活では，戦争のための

勉強をしなくなった。 

・戦時中の勉強をやめるために

教科書に墨を塗って使って

いた。 

・校歌の２番も戦争の勉強をや

めたことと関係があったの

か。 

・小学校でも民主主義の勉強が

始まったのだと思う。 

◎ O 講師の体験談（再度話を聞

く） 

◇自分たちが調べたことと実際

の話を比較して確認し，理解

を深める。 

◇墨塗り体験を聞くことで，よ

り実感に即した歴史理解がで

きるようにする。 

◇平和の尊さについての話を聞

き，忠魂碑に込められた地域

の人の思いにも気づかせるよ

うにする。 

◆平和な社会を築くことの大切

さを自分のこととして考えて

いる。 

（思・判・表／ノート） 

⑫
（
ま
と
め
る
） 

○平和について作文にま

とめ，自分の考えを発表

する。 

○お世話になった講師の

先生を招いて，戦争・平

和についての思いを発

表する。 

・忠魂碑に込められた地域の

人々の思い 

・地域の中の戦争の記憶を追体

験して，平和について考えた

こと 

・戦争体験をもつ人に伝えると

いう目的のもと，平和につい

て自分の行動や将来と関連

づけながら考えたこと 

◇これからの自分のことや地域

のことと関連づけて，平和に

ついての考えを発表できるよ

うにする。 

◆戦争について自分自身にも関

わりがあることと捉え，自分

の思いを文章に表している。 

（思・判・表／作文） 

◆未来をつくる一員として，平

和について自分の意見を述べ

ようとしている。 

（関・意・態／発言） 

 

６．本時の指導（第 11時） 

（１）本時のねらい 

・民主化する世の中で変わっていく学校生活を通して，当時の子どもたちの気持ちを考えることで，

平和な社会を築くことの大切さについて自分の考えをもち，それを文章に表す。 

・平和な社会をつくる一員としての立場から，平和について自分なりの考えをもつ。 

 

（２）本時のねらいに迫るための手立て 

  ・児童にとって身近な教材（校歌）から学習を始めることで，当時の子どもたちの気持ちを想像し

やすくする。 



8 

 

  ・学校の民主化について考えたことをもとに話し合い，さらにその話し合いの結果をもとにして外

部講師の体験を聞くことで，平和や民主主義について，自分なりの考えをもてるようにする。 

  ・児童のふり返りを話し合いの転換点として活用し，児童の思考の流れに沿って平和や民主化につ

いて考えられるようにする。 

  ・平和の尊さについて戦争を体験した立場の方から話してもらうことで，平和を求める人々の思い

に気づけるようにする。 

  

（３）本時の展開 

時配 ○学習活動 T：発問 C：児童の反応 ◎使う資料 ◇留意点 ◆評価 

8 ○前時に立てた予想が合っているか，講師に質問する。 

T1：日本が平和な国を目ざして再出発したことがわかる

話を聞いて，平和について考えましょう。 

T2：まず前回予想したことを O 先生に聞いてもらいまし

ょう。 

C1：小学校の校歌の２番には，戦争に関係がある言葉が

あったのではないですか？ 

C2：先生たちで話し合って，歌わないようにしたのでは

ないですか？ 

講師（以下，GT）1：よく考えましたね。その通りです。

校歌の中の言葉で，民主主義にふさわしくないと当時

の先生が考えたものがありました。（問題となった歌詞

の部分について，具体的に解説してもらう。） 

◎歌われなくなった校歌の２番 

◎前時に児童が書いた予想 

◇前時に立てた予想から導入し，

本時の課題につなげていく。 

 

 

 

 

 

◎講師の話 

25 ○本時の学習内容を知り，課題を確認する。 

T3：校歌を歌わなくなったのと似たような出来事が他に

もありませんでしたか？ 

C3：教科書に墨を塗った。 

T4：今まで歌っていた校歌を歌わなくなったり，今まで

使っていた教科書に墨を塗ったりして，子どもたちは

どんな気持ちだったかな？ 

 

 

 

○民主化が始まった当時の子どもたちの気持ちについて

考える。 

C4：平和になってよかった。 

C5：今まで教えられてきたことはなんだったのか。 

C6：大人の都合でころころ変えられても困るよ。 

T5：なるほど，この間までは「戦争に協力」，今日から

 

 

 

◆学校生活が民主的に変化したこ

とについて，自分の意見を言お

うとしている。 

（関・意・態／発言） 

 

 

 

 

 

◇児童一人一人が課題に向き合え

るように，自分の考えを書く時

間を設ける。 

 

学校生活が変わったことで子どもたちはどんな

気持ちになったのだろう？ 



9 

 

 

７．備考 

「①児童の思考の流れを想定して地域教材を配置し，その認識を大切にしながら補助的資料を提示

すること」「②児童の心情を揺さぶるような人と繰り返し出会わせること」を手立てとして実践を行

は「戦争に反対」だもんね。今までのことは一体何な

のでしょう？ 

C7：うそを教えられてきたのかな。 

C8：強制的に戦争に行くように教えられていたんだ。 

T6：そういえば，前に授業に来てもらった H 先生に教え

てもらいましたね。『国全体が，同じことを教えるよう

に決められていた』んですよね。 

T7：K さんがそのときの感想で書いていることに，少し

ヒントがあるんじゃないかと思うんですけど，紹介し

てくれないかな？ 

C9：「67 年間ずっと憲法を守っていてすごい。それほど

戦争したことを反省しているのかなぁ。」 

T8：憲法を守るということは，つまり戦争はどうするの

かな？ 

C10：戦争はしない。 

T9：じゃあ，学校のことに戻ってみると，子どもたちは，

学校が変わっていったことをどう受け止めたと思う？ 

C11：もう戦争はしないように平和の勉強をしたい。 

C12：戦争のためじゃなくて平和のために勉強したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇以前に児童が書いたふり返りを

引用することで，戦争に反対す

る気持ちや，平和を求める気持

ちに迫れるようにする。 

8 ○外部講師の話を聞き，民主的な社会になったことや，

平和を願う人がたくさんいたことに気づく。 

T10：O 先生，子どもたちは，こんなふうに考えました。

先生は，当時のことをどんなふうに受け止めたのです

か？ 

GT2：（墨塗りの体験や平和についての話） 

T11：地域の人々も，きっと平和を願っていたのだと思

います。この勉強を始めるときに見に行ったものを覚

えていますか？ 

C13：戦争で亡くなった人の碑を見に行った。 

C14：もう戦争が起こらないように願って作ったんだ。 

◇平和を求めた人々の体験と思い

を聞くことで，平和の大切さに

気づけるようにする。 

 

 

 

◎忠魂碑の写真 

◇忠魂碑について思い出させるこ

とで，地域の人々も平和を求め

ていたことに気づけるようにす

る。 

4 ○平和な社会を目ざした日本について，考えをまとめる。 

T12：今日の学習のふり返りをしましょう。今日は「終

戦後 67 年目からの平和について，自分はどう考える

か」について書きましょう。 

◆平和な社会を築くことの大切さ

を自分のこととして考えてい

る。 

（思・判・表／ノート） 
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った。 

① 忠魂碑，H 講師，語り部（映像），O 講師①，O 講師②と配置した地域教材が児童の認識を深めた。

地域での戦争体験，映像資料，小学生の目を通してみた戦争と平和，校歌と，地域教材を提示し続

けることで，戦争や平和について自分と関連づけて考えるようになった。児童の中から「戦争の勝

ち負け」という価値が消え，当時の人々の気持ちを思うような変容が見られた。 

② H 講師への聞き取りは，この地域と戦争の関わりを児童に強く意識づける意図で行った。また，O

講師から２度にわたって話を聞いた意図は，戦時中の生活と戦後の生活を同一人物から当時の小学

生の視点で語ってもらうためである。 

   単元導入時の児童の認識は「戦争の勝ち負け」や「強さ（戦力）」にこだわったものがほとんどで

あった。学習を終えて，H 講師に向けて書いた作文では，戦争や平和について自分と関連づけなが

ら捉えており，主体的に 15 年戦争という歴史的事象に関わった様子がうかがえる。 


